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日常生活史E女 の場合
「1900年 か ら1933年 までのブラウンシュヴァイ クにお ける

労働者 の 日常生活」(そ の五)

宝 福 則 子

は じめに

本稿 は,『人文研究』第91輯,第97輯,第98輯,第99輯 に続 く,「1900

年から1933年 までのブラウンシュヴァイクにおける労働者の日常生活」のイ

ンタビュー資料分析シリーズのひとつである。 この資料の由来や分析方法等

については,第91輯 を参照 されたい。

当該資料は,1980年4月2日 に,E女 のブラウンシュヴァイクの自宅での

3時 間半 にわたるインタビューをA4タ イプ用紙85ペ ージに書 き起 こした

ものである。

ここで,参 考のため,ま ず,E女 の略歴 と両親について簡単に記してお く。

1910年1月22日 ザ ク セ ンの フ ラ イ ベ ル クFreibergで 誕 生 。

1915年 ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ クへ 越 し て く る。

1926年 売 り子 とし て働 く。

1922年 一1931/32年 ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク ・水 泳 協 会 会 員 。

1931/32年 一1933年 労 働 者 水 泳 協 会 「デル フ ィ ンJXNDelPhin"会 員 。

1929年 一1933年 職 員 労 働 組 合 中 央 同盟 組 合 員,演 劇 サ ー ク ル 「フ ラ イエ ・

ビ ュー ネ」"XFreieBzahne"会 員 。

1932年3月27日 機 械 組 立 工 と結 婚 。

父:1866年8月5日 に リー ゼ ンゲ ビル ゲRiesengebirgeの ウ ラ ー ス ドル フ

σllersdoijeで 誕 生,1942年 ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ クで 死 亡 。職 業 は板 金
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工,SPD(社 会 民 主党)党 員,ド イ ツ金 属 労 働 者 同 盟 員 。

母:1982年 の3月26日 に プ ロ イ セ ンPreuBenの シ ュ レ ジ エ ン 地 方

Schlesienに あ る ザ ー ガ ンSaganで 誕 生,1962年 に ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ

イ ク で死 亡 。職 業 は縫 子,1902年 に結 婚 した 後 は 時 々 臨 時 の縫 子 とし

て働 く。 未 組 織 。 出 産3回 。

1.両 親 に つ い て

〈父 〉

私 の 両 親 は 実 の 親 で す 。 父 は,い つ も,と て も楽 しい,ウ ラ ー ス ドル フ の

権 の お 話 を 聞 か せ て くれ ま した 。ウ ラ ー ス ドル フ は とて も きれ い だ そ うで す 。

父 の 宗 教 は カ ト リ ック で した が,宗 教 の こ と は母 に まか せ た の で,私 た ち子

供 が 新 教 な の で す 。父 は,教 会 か ら脱 退 し ま した が,そ れ が い つ 頃 の こ とだ っ

た の か は,わ か りませ ん 。

父 の 職 業 は板 金 工 で した が,随 分 長 い間,働 き ま した 。 彼 は とて も優 秀 な

板 金 工 だ っ た に ちが い あ りませ ん。 と い うの も,彼 は,後 に,ツ ェ ラ ー 通 り

Cellerstraβeに ク ロ ム 鍍 金 の で き る板 金 作 業 場 を設 けた ほ ど な の で す か ら。

そ の 時 す で に,か な り年 を取 っ て い た の で す が,仕 事 が あ っ て,ず い ぶ ん仕

事 に 呼 ぼれ ま した 。 彼 も年 金 を貰 っ て い ま した が,長 く働 い た もの で す 。 父

は ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク へ 来 る前 も仕 事 を して い ま した 。 私 が 知 っ て い る限

り,父 は失 業 して い た こ とは あ りませ ん 。父 は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク で は,

旧 市 街 市 場Altstadtzarletの と こ ろ に あ っ た ヴ ン ダ リ ッ ヒ社17Vzanderlichで

働 き,そ の後,長 年,フ ラ ン ク フル タ ー 通 りFranlefzarterstraβeの,あ る砂 糖

工 場 で 働 き ま した 。そ う して,フ ラ ン ク フル タ ・一一LtsりのBB,つ ま りブ ラ ウ ン

シ ュ ヴ ァイ ク ・ブ リキ製 品 工 場BraunschweigerBlechwarenfabrikに 板 金 工

と して 移 り ま した 。 私 は,い つ も この 工 場 に 彼 を迎 え に行 った もの で す 。 そ

の 後,ま た ヴ ン ダ リ ッ ヒ社 に戻 り ま した 。

父 は,36歳 で 母 と結 婚 し た の で す が,そ の 前 に結 婚 して い た こ とが あ りま

す 。 い つ,そ の 一 度 目の 結 婚 生 活 が 終 わ っ た の か は,私 は知 りませ ん 。 そ の
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理由 も知 りません。私 は,父 が,以 前,結 婚 していたことがあ り,先 妻 との

間にで きた息子が両親 を訪ねてきた ことがあるということを,母 か ら聞いた

だけなのです。 この先妻の息子 は,石 切 り工で した。先妻 との間に他にも子

供がいたのか どうかは,わ か りません。「彼が何処にいるのか,ど うしてまた

訪ねて こなかったのか,知 りたいものだ」 と,い つも母が言っていた もので

す。父には私生児はいませんでした。いたとした ら,母 が話 して くれていた

でしょう。父は,正 式な夫婦の子供 として生まれています。父の両親の写真

が,私 の居間の壁にかかっていますが,父 は,祖 父母の ことをあれ これ と,

た くさん話 して くれました。

私の両親がいつ結婚 したのかは,知 りませんが,新 教 の教会で結婚 したと

いうことは,知 っています。その他の,両 親が婚約 していたかどうか とか,

いつ知 り合 ったのかなどについては,ま った く分か りません。

私の父は,SPDの 党員で した。でも,い つ入党 したのかは知 りません。し

かし,い ずれにしても,と て も長い間,亡 くなるまで党員でいました。父は,

自分の生活 に満足 していましたが,男 の人たちは,一 人で外に出て行 きたが

るものです。父は,夜 は,SPDの 会合に出て行って,そ こでビールを少 し飲

んで,ち ょっと酔って家に帰って くる,と いう生活 に満足 していました。

ブラウンシュヴァイクでは,金属労働者の労働組合員でした。ブラウンシュ

ヴァイクに越 して来 る前の ことは分か りません。他 にはどこの団体にも属 し

てはい ませんで した。

父は,1942年 に,76歳 で脳卒中のために,ブ ラウンシュヴァイクで亡 くな

りました。以前に,軽 い脳卒中の発作を起 こし,あ ちこちから出血 したこと

があるのですが,回 復 したのです。その時,医 者が母 に「7日 目,7週 間目,

7カ 月 目,7年 目に,ま た発作が起 こります。ちょっと,そ れを覚えておい

て ください」 と言ったそうでう。その通 りに,7年 後 にまた,発 作が起 こっ

たのです。その前に,彼 の話 し方が,少 しおか しくなっていました。いずれ

にしろ普通ではなかったので,母 は,彼 を注意深 く見守 り,世 話をしていま

した。ある日,父 は,朝,一 度起 きてから,ま たベッ トに戻 りました。そし
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て,母 が肉屋へ行っている間に起 き出して,帽 子 をかぶ り一 つまり,彼 は,

何 も分か らな くなっていたのです 一 出か けたのです。彼 は リュニンゲ ン

Rtiningenで 養鶏農家 をしている,私 の夫の両親の ところへ行 くつもりだっ

たのです。そして,ま っす ぐに リュニ ンゲンへ向かって歩いて行 くべきとこ

ろを,リ ュニンゲ ンの手前で左に折れて行 き,牧 草地 に迷い込んでしまいま

した。そこへ,空 襲警報が鳴って,彼 は驚いて,興 奮 しました。それで,そ

の牧草地の上で,後 ろ側へ倒れました。 もちろん,私 たちは彼を3週 問にわ

たって捜 し続 けました。舅がシュテックハイム とリュニンゲンの大農家 と付

き合 いがあったので,そ の農家の犬を6匹 使って,捜索 しました。舅は,ひ ょっ

とした ら父が牧草地にいるという予感があったのですが,や はり,犬 がその

牧草地で父を見つけたのです。帽子がそばに落 ちていました。その時にはも

う,野 ネズ ミが,彼 を食いちぎっていました。私 は,そ の当時,ラ ンガーフェ

ル ト社Langeijreldで 働 いていましたが,母 が店 に迎えに来て,私 たちは,一

緒に病院へ行 き,彼 か どうかを確認 しなければなりませんで した。病院で父

を見た時,頭 の上の方が稲妻状の形になって真っ赤でした。つまり,そ こが,

突然の衝撃が起 こった,つ まり脳卒中の起 こった部分だったのです。私の両

親 と義父母は,お 互いにとて も良い関係で したし,私 たちも実にしばしば義

父母の家を訪ねました。私の娘は,本 当にそこで大き くなったようなもので

す。舅 は,こ の孫娘をとても可愛が りました。私の両親は,夏 には,い つ も

郊外の義父母の家 に遊びに行 きました。私たちの両親同士は,お 互いにとて

も親 しくしていたのです。

〈母〉

私の母 も私生児ではありません。

母が私達 を連れてブラウンシュヴァイクに来 たのは,父 が来た1年 後の

1915年 で した。母 は,職 業は縫子で,見 習修業は終 えていました。職業教育

を受 けた ということは,当 時 としては,大 変なものでした。母がよく話 して

くれたのですが,彼 女は14人 きょうだいで,末 っ子でした。彼女の父親は,
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鉄道に出ていたのですが,彼 女が見習修業 を終 えた時 に,ミ シンを買ってく

れたのです。当時は,ど この家 も質素な暮 らしをしていた ものですが,大 変

な出費だったと思います。

ブラウンシュヴァイクへ来る結婚前は,母 は縫子 として働いていましたが,

ブラウンシュヴァイクでは,も う仕事 はせず,専 業主婦でした。ブラウンシュ

ヴァイクでは,家 族のものを縫いました。だから,私 の着 る物は,す べて自

分で縫 ってくれました し,時 間がある時 は,よ その家の服 も縫っていました。

母 は,父 との結婚前に結婚の経験はあ りません。母が父と結婚 したのは,

20歳 の時でした。父は36歳 でした。結婚前に子供は生んではいません。母は,

教会を脱退はしませんで した。母は,流 産 も死産 もしていません。

彼女 は,い つも家にいて,家 族の面倒 を見ていました。2,3人 の子供が

いて,母 親がいつも家にいるというのは,今 日のように天気が悪い時や,冬

など,当 時の冬は今の冬 とはちがいましたか ら,と てもゆった りとして気分

の良いもので した。夜,父 がSPDの 集 まりに出かけると,母 が,昔 あった話

などをいろいろと語 って くれました。母が話をして くれるか,私 たちが歌う

かして,家 の中は,い つ も楽 しかったのです。昔話 をすることによって,昔

の ことを思い出します。昔 は,人 々は簡素で慎 ましい暮 らしをしていたもの

です。そして,自 分たちの暮 らしに満足 していました。その他の生活は知 ら

なかったのです。世界を知 らなかったのです。だから,外 へ向かって出てい

かなかったのです。旅行す るということを知っていた ら,し ていたのでしょ

うが,当 時は休暇旅行 などあ りませんでした。

母は党員ではありませんでしたし,労 働組合員でもありませんで した。昔

は,党 には夫が入って,活 動 したのです。夫が例会などに出て行 きましたが,

女性は少なかったのです。

母は,1962年 に82歳 でブラウンシュヴァイクで老衰のために,亡 くな りま

した。彼女は8日 間寝ついた後 に,と ても安 らかで良い死を迎 えました。チ

トーのような長患い(宝 福注:イ ンタビュー当時,ユ ーゴスラヴィア大統領

のチ トーが,長 い死の床にあった)も せず,本 当に,私 が彼女のために,そ
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う願った通 りの死でした。

2.兄 姉 ・祖 父母 につ いて

〈姉〉

私にはゲル トルー トGertrudと いう名前の姉が一人います。彼女 も,フ ラ

イベルクで1904年7月28日 に生まれました。姉 も結婚 しましたが,結 婚 の

年は,も う覚えていません。姉 は見習修業 もせず,職 業教育 を受けなかった

ので,職 業上の資格 は持っていません。姉は,箸 にも棒にもかか らない問題

児で,両 親 は,彼 女には手 を焼 きました。彼女 は,恥 ずかしが りの上,も の

お じもしました。私たちが歌 って も,一 緒には歌いませんでした。学校で も

そんな風でしたし,そ れが変わらずに,年 を取った今 も,そ のままなのです。

彼女はもう76歳 なのですが,静 かで,内 向的ですが,性 格が良 く,や さしい

のです。彼女は,1920年 代は,臨 時雇いの労働者 としてブラウンシュヴァイ

ク市内の工場などで働 いていました。その後,こ このザルツダールマー通 り

SalzdahlumerStraBeの 病院で,25年 間 も臨時雇いのヘルパー として働 きま

した。その後に,炊 事場で働 き,年 金が貰えるまでの年月を働 き続 けたわけ

です。だか ら,今 は,と ても良い年金 を受けています。

姉は,夫 のアルベル ト、41bertと離婚 し,そ の後はずっと独身です。彼の職

業については知 りません。彼 には,養 育費を払 うべき私生児の女の子がいま

したが,姉 が働いて,そ の稼 ぎで養育費 を払い続 けました。彼は払いたが ら

ないので,姉 は,「そんな ことはいけないわ,そ の子は養わなければならない

のだから」 と自分 に言いきかせたわけです。その女の子 も大 きくなり,姉 に

なっいていました。それで養育費を払い終えたとたんに,夫 が,ま た別のよ

その女 に子供を生 ませたのです。それで姉は同じ事を くり返すつもりもなく,

離婚 し,彼 はその女 と結婚 しました。離婚 したのは,戦 争で空襲される前で

したが,い つだったかは,覚 えていません。姉 は,そ れで母 と一緒に住 みま

した。姉には私生児はいませんし,子 供はいません。
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〈兄〉

兄 も一人いましたが,彼 はすでに2年 前に亡 くな りました。兄の名前 はア

ルフレッドAlfredで,1901年9月29日 にゲルリッツGb'rlideで 生 まれ,1978

年に76歳 で,重 い気管支喘息のために亡 くなりました。彼は,何 度 も救急車

で運ばれた ものです。兄は結婚 しましたが,こ れもいつだったかはもう覚え

ていません。子供 は3人 いましたが,私 生児はいません。

兄の職業 も機械組立工で,ブ ラウンシュヴァイクで働いていました。彼の

妻は,3人 の子供の育児を優先 したので,専 業主婦で した。

兄 との関係の方が姉 との関係 よりも良かったということはあ りませんが,

私たちは,一 度 としていがみ合 った りはしていませんし,彼 の死 まで,き つ

い言葉のや りとりもした こともあ りません。私たちは,い つもお互いを訪ね

合 った り,行 き来 していました。兄 とも姉 とも良 く理解 しあっていました。

本当に,3人 の問できつい言葉のや り取 りはしたことがありません。

〈祖父母〉

祖父母のことについては,私 が4歳 の時だったと思いますが,フ ライベル

クで母方の祖母が亡 くなった時のことを,ぼ んや りと記憶 しています。私 に

物心がついた頃には,父 方の祖父母は,も う亡 くなっていました。父方の祖

父は80歳 で再婚 した ということです。

祖母は,70歳 代で,心 臓 の脂肪化が原因で亡 くなっていますが,と ても丈

夫だったそうです。

母方の祖父 も80歳 で再婚 したので,私 たちは,家 でそのことを種に,ず い

ぶん笑ったものです。母方の祖母 は,私 の母が面倒 をみました。彼女は,フ

ライベルクのハルスブ リュックナー通 りHalsbrticknerStraβeの 自分の家

で,71か72,3歳 か,70歳 代の半 ばで亡 くなったのです。

どちらの祖父母 もブラウンシュヴァイクには住んでいませんでした。父方

の祖父母がどこに住んでいたのかは知 りませんが,父 は,そ の両親の許で子

供時代を過 ごしたウラースドルフはとてもきれいだった と話 していましたか
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ら,多 分,ウ ラース ドルフに住んでいたのでしょう。大 きな雪の積 もった山

や権の ことを話して くれた ものです。祖父母 を写真でみるかぎり,ず いぶん

と洗練された人たちに見 えますが,彼 らの職業は知 りません。祖父母たちと

同じ家で住んだこともあ りませんでした。

3.住 居 につ いて

私 が1915年 に ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク に引 越 して きた 時 に住 ん だ の は,ユ ー

リウ ス 通 り ノtZliusstraBeの,大 き い けれ ど,た った ひ と間 の 住 居 で した 。多 分,

ユ ー リウ ス通 り2番 だ っ た と思 い ます 。

父 は,そ の1年 前 に,す で に一 人 で 先 に越 して き て い ま した 。 そ こへ 母 と

私 た ち 子 供 が,越 して き た わ けで す 。そ の1年 後 に,ヴ ェ ス ト通 りWeststraBe

の集 合 住 宅 の 中 の 小 さ な住 居 に移 り ま した 。た しか,ヴ ェ ス ト通 り23番 だ っ

た で し ょ う。 そ の 家 の土 地 は ピ ュ ル ム 家.砲 伽 の もの で した 。 私 は,こ の 家

か ら,1916年 に,国 民 小 学 校 に入 学 した の で す 。こ の ヴ ェ ス ト通 りに は,1916

年 か ら17年 まで 住 み,再 び,ヘ ドヴ ィ ッ ヒ通 りHedwigstraBe6番 の さ らに

良 い住 居 に移 り,こ こ に,私 自身 は1932年 まで で した が,私 の両 親 は,44年

8月15日 に空 襲 で焼 け出 され る まで,住 ん で い ま した 。

ユ ー リウ ス通 りの 部 屋 は,デ ッ トマ ー嬢 一FM'uleinDettmerの 借 りて い る住

居 の 中 の 大 き くて 素 敵 な1室 を又 借 りし て い た もの で す。 彼 女 の住 居 は大 き

か っ た の で す が,私 の父 は板 金 工 で した か ら,家 の 修 理 な ど,い ろ い ろ手 伝 っ

て あ げ て い ま した 。 彼 女 は,感 じの 良 い 人 で した が,も う生 き て は い な い で

し ょ う。 この1部 屋 に私 の家 族5人,つ ま り両 親 と子 供3人 が 暮 ら して い た

の で す 。 私 た ち家 族 専 用 の 台 所 は な くて,デ ッ トマ ー 嬢 の 台所 を一 緒 に使 わ

せ て も ら っ て い ま した 。 他 の親 戚 な ど は一 緒 に暮 ら し て は い ませ ん で した 。

狭 か っ た け れ ど,私 た ち は 幸 せ で した し,と て も素 敵 な住 まい だ っ た と記 憶

して い ます 。

ヴ ェス ト通 りの 住 居 は,小 さ な家 の 中 に あ っ て,屋 根 裏 に私 た ち子 供 用 の

とて も素 敵 な部 屋 が あ り ま した 。 下 に は両 親 の寝 室 と台 所 と居 間 が あ りま し
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た。だから,全 部で3部 屋の住居でした。 トイレは,外 ではな く,階 段室に

あ りました。浴室はあ りませんでしたが,地 下室はあ りました。私たちの住

居専用の廊下 もありました。家の玄関を入 ると,ま ず数段の階段がありまし

た。階段を上がると廊下で,そ こか ら各部屋に分かれました。 この廊下か ら

階段 を上ると,屋 根裏で,そ こに屋根裏部屋があらて,こ の部屋の前にとて

も立派なクル ミの木があ りました。それは素晴 らしかった ものです。昔,子

供の私が物語の本を読むのは,い つもこの部屋で した。私はこのクル ミの木

が好 きで,離 れがたかったのです。本当に素晴 らしかったのです。屋根裏に

は,物 干 し場 もありました。 この住居は,と て も良 くて,み んな揃 っていた

のです。 ここにまた5人 で住んだのです。住居内に物置部屋があったか どう

かは,思 い出せません。

ヘ ドヴィッヒ通 りの住居 には,寝 室が2室,大 きな居間,台 所,と て も長

い廊下があって,こ の廊下 に沿って,も う2部 屋ありました。だから全部で

6室 あ りました。私の姉が結婚 して,そ こに一緒に住みました。台所は,大

きな居間兼用の台所でした。廊下に沿って,物 置部屋 もありました。 トイレ

は,階 段室でしたが,階 段 を下 りな くともよくて,同 じフロア上の廊下を出

て右側 にありました。でも浴室は,当 時はまだありませんで した。 ここで も

私たちは,5人 で住 んでいました。私 は,末 っ子で したが,弟 妹は,も う生

まれませんでした。

4。 旧市街の様 相

ヴ ェス ト通 り に は,中 流 階 層 の 人 々,つ ま り労 働 者 の 中 流 階 層Arbeiter-

mittelstandの 人 々 が 住 ん で い ま した 。そ うで す と も,百 パ ー セ ン トで す 。ウ ィ

ル ヘ ル ミ トア;Vilhelmitorの 一 帯 は,品 の 良 い 労 働 者 街 で した 。健 康 的 な労

働 者 街 で した。品 の 悪 い労 働 者 街 も,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク に は あ りま した 。

具 体 的 に挙 げ る と,ク リン トKlint,ニ ッケ ル ン クル クNickelnkzalk,ヴ ェル

ダ ーWerder,カ イ ザ ー 通 りKaiserstraBe,ヴ ェ ーバ ー 通 りVVeberstraBeな ど

は,品 の 悪 い労 働 者 街 で した 。 こ うい った 場 所 は,ひ どか った もの で す 。 そ
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こで は,女 た ち が,子 供 を抱 えて,自 分 の隣 に も数 人 の子 供 を座 らせ な が ら,

道 端 か らす ぐに家 へ 入 る階 段 の上 に坐 っ て い ま した 。 そ こ い ら辺 に は,ゴ キ

ブ リや 南 京 虫 の よ うな 気 持 ち の悪 い虫 が,う よ う よ して い ま した 。

ク リ ン トや リ ッタ ー 通 り 擢 舵 鰯 ㎎βθは,低 い階 層 の労 働 者 が 住 む街 で し

た 。 ヴ ェ ス ト通 りは,こ こ ら辺 と は百 パ ー セ ン ト違 っ て い ま した 。 本 当 に。

フ ィル シ ョ フ通 りVirchowstraBe辺 り まで の,ヤ ー ン通 りlahnstraBe,ヴ ェ

ス ト通 り,フ ラ ン ク フル タ ー 通 り,ク ラ ー マ ー 通 りKramerstraβe,ベ ル ク フ ェ

ル ト通 りBerg7feldstraβeの 辺 りを ウ ィル ヘ ル ミ トア と呼 ん で い た の で す 。 そ

こ ら辺 の住 人 は,本 当 に 労 働 者 の 中 流 階 層 の 人 々 で した 。 町 の反 対 側 の ヌ ス

ベ ル ク 通 り2VuBbergstraBe,マ リー エ ン 通 りMarienstraβe,カ ー ル 通 り

KarlstraBeな ど も,こ こ ら辺 と似 た よ うな 階 層,つ ま り労働 者 の 中 流 階 層 に

属 す る人 々 が,住 民 で した 。 カ イ ザ ー ・ウ ィル ヘ ル ム 通 り 翫 初 処曜 伽 伽

StraBeは,医 者 や 教 授 な ど,も う一 段 階上 の 層 の住 民 で した。

5.学 校生活

1916年 に,私 は こ こ,ゾ フ ィー エ ン通 りSoPhientraBeに あ っ た ゾ フ ィー エ

ン学 校SoPhienschzaleに 入 学 し ま した 。こ の学 校 は,国 民 小 学 校 で した 。当 時

は 国 民 小 学 校 で,そ の後 に 中 等 学 校Mittelschulenが で きた の で す 。 そ して,

そ の後 に リゼ ウ ムLizeumが で きた の で す 。最 初 の4年 間 を終 え て,ズ ィ ドー

ニ エ ン通 りSidonienstraBeの 中 等 学 校 に行 き ま した 。こ の学 校 に は,16歳 ま

で通 い ま した 。1926年 まで で す 。だ か ら,通 算 で10年 間,学 校 に通 っ た こ と

に な るわ けで す。

私 は,1916年 に国 民 小 学 校 に入 学 し,1920年 に上 の 学 校 に進 級 し,1924年

に堅 信 礼 を受 け,1926年 に卒 業 した の で す 。 国民 小 学 校 時 代 の 最 初 の4年 間

は,私 は悪 ガ キ で した 。 とて も きか ん坊 で し た。 言 う こ とを 聞 か な い生 徒 の

手 の ひ らや,手 の 甲 を,物 差 しで 叩 く教 師 が い ま した が,私 は,い つ も,顔

を後 ろ に向 け て,後 ろ の子 と話 し て い た の で,し ぼ し ぼ,そ の 方 法 で 叩 か れ

ま した 。
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後ろを向いていると,「さあ,フ ィッシャー母 さん,君 の脚 をベンチの下 に

入れて,後 ろを向きたまえ」一 当時は,ま だ長いベ ンチでしたから一 「そ

うしたら,み んなの顔 を見 ることができるだろう」 と言ったのです。そうす

ると,私 は,本 当に彼 に背中を向けて,後 ろに向き直 りました。本当にきか

ん坊だったものです。それは,入 学 して3年 目のことで した。

ジイドーニエン通 りの中等学校 は,女 子校で,当 時は,ま だ男女共学では

あ りませんでした。中等学校では,も う叩かれたりすることはあ りませんで

した。男の子の学校では,し ばしぼ殴 られたようですが,女 の子は,そ んな

に殴 られなかったのです。

6.子 供時代の労働 と遊び

私は,と ても素晴 らしい子供時代 を過 ごしました。私たちの生活は,質 素

でしたが,子 供の私が働 く必要 はありませんで した。いつ も,叱 られ ました

けれども,家 事 も手伝いませんでした。嫌いだったのです。だか ら,い っも

姉がすべての手伝いをしなければな らなかったのです。彼女は洗濯 も母 と一

緒 にしなければなりませんで した。昔は,洗 濯場に行 った ものですが,彼 女

は,せ っせ と洗濯 しなければならなかったのです。私 は,せ いぜい自分のハ

ンカチを洗 うだけでした。

で も,母 が主に家事仕事をしました。母 は,い つも 「お待ちよ,お 前が大

きくなったら,愕 然 とするんだから。いつも何 もした くない。いつ も自分の

顔だけ洗って,上 品ぶっているけれ ど,そ れで世の中は通 らないんだよ」 と

言 った ものです。

私たちは,道 路や中庭で遊びました。ヘ ドヴィッヒ通 りで住んだ家には,

この家の住人の共同の,と て も大 きく素敵な中庭があ りました。この中庭で

は,人 形遊びをしたものです。 とて も楽 しかったのですよ。今,私 の住んで

いる家には,子 供たちが遊ぶ中庭がありません。通 りから通路を通 って中庭

に出ます。そして中庭から家の中へ入ってい くのです。家の入 り口の前 には,

大 きな桶の中に植えられた,素 晴らしい木が2本,立 っていました。私たち
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の人形 の乳母車が階下に置いてあり,人 形用の服 も作ってもらい,本 当に素

晴 らしかったのです。人形遊 びの仲問は,こ こに住む小さな女の子たちでし

た。私たちの年格好は,大 体同じでしたか ら,こ の子たちと一緒に学校 に行

き,冬 には,雪 合戦をしたものです。私たちは,今 の子供たちに比べると,

ずっと楽しい子供時代を過 ごしました。兄や姉 とも遊びましたが,近 所の子

供たちに比べると,遊 ぶ機会 はずっと少なかったのです。女の友達 と遊ぶ方

が,ず っと多かったのです。

両親の住居の中で も,い ろいろな遊びをしました。当時,「 製粉所 と婦人」

`Mtihleundl)ame'と いう遊びはもうありました し
,「おお,怒 るなよ」`Men-

schde'rgeredichnicht'も あ りました。家の中では,遊 びをしたり,歌 った り,

手芸 もしました。私は12歳 の時に,手芸学校に行 きました。ここブラウンシュ

ヴァイクのラッフェル ト通 り五励 傭 吻髭 に手芸の先生がいて,手 芸を教 え

て くれたのです。両親 は授業料 を払わなけれぼなりませんでしたが,と ても

楽しかったのです。た くさんの手芸作品を作 りました。そして,私 が14歳 に

なった時,ま だ見習修業を始める前で,13歳 だったかもしれ ませんが,女 性

の裁縫師の親方のところに行 きました。

そこで,3カ 月ほど裁縫を習い,自 分の着る物 を縫 ったのです。布地,糸

な どを持っていかなけれぼならなかったので,当 時,こ れは高 くつきました

が,両 親が費用を払って くれ ました。当時は,若 い女性や少女 は,今 のよう

なメリヤス編 みのシャツではな くて,布 地のシャツを着ていました。 これに

は,上 品な填め込み飾 りのパネルやレース飾 りな どが,縫 い付 けられました。

私は,こ れを習ったのです。

7.職 業

私 は,心 を込 め て,売 り子 の見 習 修 業 を し ま した 。 そ し て,つ い5年 前 ま

で 仕 事 に就 い て い た の で す よ。 当時,見 習 の修 業 期 間 は,3年 間 で し た か ら,

1929年 まで の3年 間,見 習 修 業 を した わ け で す 。見 習 修 業 は,シ ュ ト ゥル ン

プ 通 りStrumPfStraBeの 紳 士 用 品専 門 店 の 「シ ュ トゥル ンプ ・シ ュ トラ ウ
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ス 」XXStrzamPfStrazaB"で し ま した 。 この 店 は,今 は も う あ り ませ ん 。 見 習 い

修 業 の 後,1年 間,他 所 の 店 に行 っ て い た の で す が,店 主 が ま た私 に 来 る よ

うに と言 うの で,こ の店 に戻 り ま した 。

そ の1年 の 間,私 は学 校 通 りSchenlslraBeの ユ ダ ヤ人 の フ ラ ンクFrankの

店 で働 き ま した 。 や は り売 り子 と して で す 。 フ ラ ン ク は,大 き な店 で,カ ー

ル シ ュ タ ッ ト(デ パ ー ト)翫 窺 α読 の 向 か い の,ち ょ う ど今 の ヘ ル テ ィエ(デ

パ ー ト)飾 γ舵 が 建 っ て い る場 所 に あ っ て,カ ー テ ンな どを扱 っ て い ま した 。

この一 角 の 土 地 は,す べ て フ ラ ン ク の もの で した 。 で も,彼 は ユ ダ ヤ人 だ っ

た の で,土 地 を接 収 され て,ア メ リカ へ行 っ て し ま った の で す 。 多 分,1929

年 か ら30年 にか け て だ った と思 い ます が,い ず れ に し ろ,1年 間,フ ラ ン ク

の 店 で働 い た わ け で す 。 そ して 「シ ュ トゥル ンプ ・シ ュ トラ ウ ス」 の テ ィエ

チ エ 氏7%加 が 呼 び戻 して くれ た とい う わ け で す 。

1930年 か ら また 「シ ュ トゥル ン プ ・シ ュ トラ ウ ス 」 で 働 き始 め ま した が,

それ ほ ど長 くは続 け ませ ん で した 。 娘 が 生 まれ,1932年 に結 婚 した の で,仕

事 をや め た の で す 。 そ の後,結 婚 中 に定 職 に就 い た 事 は あ り ませ んが,娘 が

4歳 の時 に,臨 時 雇 い で 働 きに 出 ま した 。 で も,ほ ん の 時 た まで し た 。 そ の

後,1936年 に,最 初 は,ほ ん の手 伝 い程 度 の 仕 事 口 で した が,ラ ン ガ ー フ ェ

ル ト社 へ行 き ま した 。 この 後 は,ず っ と働 き続 け て,5年 前 の1975年 に や め

る まで,ず っ と仕 事 を続 け た の で す 。 結 婚 中 もい つ も一 生 懸 命 に仕 事 を して

い た の で す 。 この 間 に失 業 した こ とは あ り ませ ん で した 。

夫 の エ ー ヴ ァル トEwaldは,結 婚 当 時 は機 械 組 立 工Schlosserで,そ の 後,

技 師Technikerに な りま し た。夫 は,戦 争 中,ル タ ー 工 場LUtherwerfeで,職

員 と労 働 者 の 職 場 代 表 者Betriebsobmannに 選 ぼ れ た こ とが あ り ま し た。 彼

は そ の後,社 会 相 談 員So2ialbetrezazangも 引 き受 け ま した 。当時,食 券 や 購 買

券 が あ り ま した が,同 僚 達 が安 心 して 仕 事 が で き る よ う に,い つ も彼 は,そ

れ を 同僚 た ち の代 わ りに券 を取 りに行 っ て,彼 らの 用 事 を片 づ けて い た の で

す 。 そ れ で,同 僚 達 は,朝 の5時 か ら並 ぼ な くて す ん だ の で す。 私 は,朝 の

5時 に並 ば な くて は な ら な か っ た の で す けれ ど,夫 が,私 の そ ぼ を通 っ て,
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同僚のために券 を取って くるのです。私は家族のために,並 ばなくてはなら

なかったのですよ。立っているのがつ らいので,私 たちは踏み台を持っていっ

た ものです。そんな風に,私 の夫はとてもきちん とした人でした。 とてもき

ちんとして,真 面目だったのです。ルター工場では,肉 の購買券を管理して,

それを配 った りする仕事などもした ものです。つまり,彼 は,そ こでは秀逸

な社会相談員になったのです。そのころ,彼 はもう機械組立工ではな くて,

技師でした。そこで,食 券が1枚 な くなった ら,も う大変でしたか ら,彼 は

実に公正 に管理 したのです。

1930年 代の状況を振 り返 ってみると,私 は当時,中 流の階層に属 していた

と思います。何故か というと,私 は労働者の階層の出身ですが,自 分に教養

を身につけたかったのです。私は,私 の両親の築いた境遇 よりも良 くな りた

かったのです。私の両親 も,子 供たちが自分たちの境遇 よりも良 くなるよう

に,努 力して くれました。だか ら,私 は,職 業に就いて,お 金を稼 ぎ,順 調

に人生 を過ごせ るようにと思い ました。それで,私 は,労 働者中流階層Ar-

beitermittelstandに 属 していると思っています。

労働者で も,順 調に人生 を過ごすための努力 をします。労働者の中でも,

下に落ちてい くのを止められない者 と,何 かを学び,考 えることが出来,自

分の意見 を主張 し,あ る程度 は経済的に順調で,社 会的に比較的高い状況に

いると感 じられ る者がいます。ある程度 ということであって,ど の程度良い

のかは,知 る必要 はありません。そのような労働者の属するのが,私 の言う

中流階層 ということです。

8.親 子関係

私は,父 か ら殴られたことはありませんでした。で も,た った一度だけ,

殴 られました。私 はままごと遊びのコーヒーセットを持っていたのですが,

ある時,屋 根裏の物干 し場で,椅 子 を窓際に持 ってきて,そ のコーヒーポッ

トに入れた水 を窓か ら下の屋根に注いだのです。その水が,き たない雨樋を

通って汚れて,中 庭に干 してあった,洗 ったぼか りの洗濯物 をみんな汚して
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しまったのです。それで,そ の晩,父 に手ひどくお尻をぶたれてしまい,そ

の後,お 尻が痛 くて,坐 ることがで きませんで した。数 日間は,学 校にも行

けませんで した。お尻に青あざがで きましたが,そ れ もたった一度だけのこ

とです。他には,叱 られるだけでした。私たちが食卓に就 くと,父 は私たち

をただ見るだけで良かったのです。そうすると,秩 序正 しく,み んなが行儀

を良 くしました。

母は,外 見上は穏やかでした。で も,私 に子供が出来た時は,殴 りこそし

ませんでしたが,恥 知 らず と罵 りました。殴った りした ら,私 の夫は,私 を

両親の家から連れだして,自 分の両親の家へ連れていったことでしょう。で

も,腹 を立てたら,つ い手が出るものです。私 も,3週 間に一度 くらいは,

娘の横っ面を張 り飛ばしていたものです。それにもかかわらず,私 の母 は,

私をぶった りしたことはありません。父 もです。当時,姑 が,「エーヴァル ト

は,殴 られること無 しに大 きくなったのよ」と話 して くれたことがあ ります。

私は,子 供の時に,両 親 と個人的な問題について話 したことはあ りません。

私に子供が生 まれた時,父 は何 も言いませんでした。母は,「あ一,こ の恥

知 らず,こ の恥知 らず」 と言いましたが,昔 の人々は,そ んなもので した。

私の夫が父 と話 し合いましたが,母 は,とて も苦 しみました。「よりにもよっ

て,末 っ子が子供 を!」 と,ま るで私がどん底の貧民窟で子供 を産み落 とし

たかのような嘆 きようで した。そうしたら,父 が,当 時は婚約者だった,私

の夫に「このままで良いわけがない。私 はエ ミs--EnzmYを 貧民窟で拾ってき

たわけじゃあない。私は彼女 を結婚させるよ。それがいちばん問題のない解

決法だろう」 と言ったのです。

母は,「 この恥知 らず,こ の末っ子が。なんで一体,そ んなことがで きたん

だろう」などと言って,そ れはもう,大 変でした。母は,た だただ嘆いた り,

私を叱 りつけた りしましたが,私 を家か ら追い出した りはしませんで した。

私は,両 親の家で私の小さな娘 を育て,夫 は毎 日,や って来 ました。つまり,

私たちは離れることはで きなかったのです。大恋愛だったのですよ,そ して

その後 もずっとそれが続いたというわけです。
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当時は,未 婚で子供を生んだ ら,変 な目で見 られました。「見てごらん,あ

の娘 を!男 をつ くって,そ いつがあの娘をこんな不幸な状況に追い込んで

しまったんだよ。まった く,な んてこった!子 供 を生んで,ま だ結婚 して

いないなんて」などと陰口をきかれた り,そ れは大変で した。それは,比 較

的高い水準の家庭だけでな く,労 働者の家庭でもそうで した。ひ ょっとした

ら,私 の家は,少 しばか り,労 働者の家庭よ りも上だったのか もしれません。

階級 という意味から言 うと,私 が育った,私 の両親 の家は,労 働者でも最

低のクラスではなかったのです。私は娘 をヘ ドヴィッヒ通 りの私の両親の家

で産 み ま した。ヘ ドヴィッヒ通 りは,デ ーリンク通 りDb'ringstraβeと ゾ

フィーエン通 りSoPhienstraBeを 結 ぶ通 りです。 フェルディナ ン ト橋Fer-

dinandbrtz'ckeか ら来て,デ ー リンク通 りとゾフィーエン通 りを突っ切 るの

が,ヘ ドヴィッヒ通 りです。当時,未 婚で子供を生むことを隠すために,州

立病院に逃避する人が多かったらしいですが,私 の両親 はそれを許さなかっ

たので,私 は家を出ませんで した。

両親の家では,私 たちの前で,お 金のことについては,話 されることはあ

りませんでした。話す必要がある時は,両 親 は外に出ていきました。親がい

くら稼いでいるか,と いうことを子供が知っているなんて ことは,昔 はあ り

ませんで した。当時は,週 給で した。金曜 日に父が家 に帰って くると,子 供

達 はお菓子の入った大 きな袋をもらった ものです。母 は,特 別にチ ョコレー

トを1枚 もらいました。で も,子 供のいる前では,お 金のことは,ま った く

話 された ことがありませんでした。両親は,子 供たちが,両 親の話 している

ことを,よ その人に話すだろうと思ったのです。

9.結 婚

私 の夫のエーヴァル トは,1906年 にブラウンシュヴァイクで生 まれ まし

た。彼は,根 っか らのブラウンシュヴァイク人でした。彼の誕生の月日はも

う覚 えていません。夫の職業は,結 婚当時は機械組立工で,そ の後,技 師に

なりましたが,こ れ も何時,技 師になったのかは思い出せ ません。でも,私
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たちが結婚 して数年たった時に技師になったのです。彼は,残 念なが ら46歳

で亡 くなりましたが,私 は再婚はしませんでした。夫の父親は,旋 盤工で,

母親は専業主婦でした。

私たちの場合 は,若 き日の恋でした。私の夫は,私 にとって最初の男性で,

他の男性は知 りません。私たちには,結 婚前 に,1930年 からの2年 間,婚 約

期間がありました。婚約 しようと言 ったのは,夫 で した。結婚 しようと言っ

たのも夫で した。はっきりした ものでした。

私には娘が一人います。インゲボルクIngeborgと いう名前で,1930年9月

4日 にブラウンシュヴァイクで生 まれました。今,彼 女 はデュッセル ドルフ

Z)露s瓢40げ に住んでいます。私たちは,手 早いですか ら,彼 女は結婚 の1年

半前に生まれたのです。娘が生 まれた とき,私 はぜんぜん結婚 した くなかっ

たのです。何 を考えているのか,お かしく思うで しょうけれ ど,嫌 だったの

です。そ うしたら,夫 が 「結婚 しよう」 と言って,さ っさと書類を用意 した

のです。で も,彼 はそれを失 くしてしまいました。

子供 を産むまで,私 は結婚 した くなかったので,結 婚 しなかっただけです

し,も う結婚 した くな くなったのです。なぜか というと,私 たちの間には,

小さかったけれど,意 見の相違があ りました。 もう,と て も近 しくな り,関

係 もできているのに,そ んな風に喧嘩をするとい うことが,私 にとっては,

ショックだったのです。だか ら,も う彼 とは一緒にいた くなかったし,彼 を

見た くもなかったのです。そうするうちに彼が書類 を整えてしまったのです。

子供が産 まれる前は,私 たちの うち,ど ちらも結婚 した くなかったのです。

彼に捨て られるとい う不安な どを感 じた り,考 えた りしたこともあ りません

で した。私はスポーツに力を入れていましたし,考 え方は,と てもさっぱり

したもので したか ら。本当に。そして,そ れが私の夫 に感銘を与えたし,気

に入 られ もしたのです。おもしろいことに,私 は一度 として,彼 が私を捨て

るなどと,考 えた事があ りません。

結婚 した当初 は,質 素に,ヴ ェス ト通 りVVeststraBe54番,今 のフーゴ・ル

ター通 りHugo-Lutherstra6eの 夫の両親のところに一緒に住みました。つ ま
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しく簡素 に暮 らしました。私たちは,何 にで も耐 えることができました。そ

の後,夫 の両親がこの住居を出ました。彼 らは,リ ュニンゲンとライフェル

テンLezfertenの 問に小さな家を建てたのです。彼らは,そ こに,い わば雛鳥

の飼育場 というか,っ まり養鶏場 をもっていたのです。それで彼 らは,ヴ ェ

ス ト通 りの住居を出て,私 たちがその住居 を貰い受 けたのです。

私 と夫 は,SPDの ダンスパーテ ィで1925年 に知 り合いました。クリスマス

休暇の最初の日でした。夫は,と て も良 く気がっ くひ とだったので,生 きて

いた間は,毎 年,ク リスマスに,私 にバラの花 をプレゼントして くれました。

彼は,結 婚記念日もけっして忘れませんでした。本当に,彼 は変わっていま

した。あまりに良い人すぎたのです。残念な ことに,彼 は死んでしまいまし

た。あまりに早すぎました。46歳 で した。彼 は,と ても生きることを楽 しむ

人で した。彼 は,朝,歌 いなが ら起きて,夜 は歌いながらベ ットに入 りまし

た。つまり,私 達の家では,歌 ばか りで した。とて も素晴 らしかったのです。

当時,私 たちは,ブ ラウプンク ト社 β如勿鰯 耐 のラジオを持っていました。

フォルクスエムプフェンガー社YolksemPfdngerの ではあ りません。コーレ

ンマルク トKohlenmarktの ラジオ屋のパウ リクPawlifeで,当 時のお金で

300マ ルクで買いましたが,大 変な額で した。

夫 とちょっとした喧嘩をしても,私 は決 して両親の許 に行って,愚 痴った

りはせずに,私 の胸 にしまっておきました。それに,私 は結婚 している間,

女友達は作 りませんでした。私の家族が友達だか ら,と 自分に言い聞かせて

いたのです。私の居場所は家族の中なのだ と思って,女 同士がおしゃべ りを

するお茶の会 などには行かなかったのです。夫が家に帰ってくる時刻には,

私はいつも家にいました。私は,休 日に子供 と泳ぎに行 った り,水 浴びに行っ

た りすることなど何でも,前 もって計画を立てて動いていました。娘のイン

ゲが まだ小 さかった頃,夫 の仕事が終わるのを待って,工 場に迎 えに行 きま

した。彼 は,長 い間,ク レメンス&フ ォーゲル社Clemens&Vogelに いま

したが,最 初 は機械組立工 として働いていました。それは,素 敵すぎました。

私にとって,家 族は何 よりも優先されるべきものでした。
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10.噛 生 ●避i女壬

私は,誰 にもきちん と性教育 を受けたことはな く,夫 と二人で一緒に,っ

まり経験から知 りました。夫の前 には何 も経験はしていません。女友達 と性

にっいて話 をしたこともありませんで した。たわいなかったのです。だか ら,

どんな風にするのかも知 りませんでした。今の若者達 は,と ても好奇心が強

くて,す べて試してみます。そんなことをして何になるのでしょう。私が初

めて夫 とキスをしたのは,18歳 の時でした。初 めて性交渉をもったのは,19

歳の時で した。子供が生まれたのは,21歳 になる3カ 月前でした。

でも彼 と知 り合ったのは,15歳 でした。私 はスポーツマンでしたし,無 邪

気でしたから,そ の当時は,私 は彼が私に触れようとしても,そ れを許 さな

かった ことでしょう。18歳 で夫 との付 き合いが深 くなった時 も,人 間の体の

ことを何 も知 りませんでした。で も,も うほとんど19歳 になっていましたか

ら,理 解す るのに,そ んなに時間はかかりませんでした。だから,ま もな く

成功 しました。で も,性 交渉の何がよいのか,わ か りませんでした。私は,

正直言って,性 交渉を,ひ どいもんだ と思いました。私はあまりにも無邪気

すぎたのです。あまりにうぶで,お ばかさんでした。今の若い娘さんたちは,

なんで も試 したが りますが,彼 女たちは,性 交渉を素晴らしいと思うか ら,

何度 もくり返 してみるのでしょう。いずれにしろ,私 は性交渉を素晴 らしい

とは思いませんでした。

当時,避 妊具の知識などもありませんでした。結婚後 も知 らなかった し,

使いませんでした。その後,男 性用の避妊具がいくつか出ましたけれ ど,私

が知 らないだけなのか もしれませんが,女 性用の避妊具はありませんでした。

そういえぼ,女 性用の注射状 の洗浄用具があ りました。で も,こ れの効果は

あやしい ものです。

結婚中 も,避 妊具はまった く使いませんでしたが,子 供 は一人だけです。

私の両親の時代 には,男 性用の物 は,何 かあった らしいですけれど,避 妊

具を使わなかった と思います。父が避妊具を使 ったかどうかは,私 は知 りま
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せん。両親は,私 をそのような話題から遠ざけていましたから。当時は,今

の若い母親のように,5歳 の長女に体のすべての名前や仕組 みを教えるなど

ということは,な かったのです。私の両親の家でも,そ んなことはあ りませ

んでした。今のように,夫 婦が一緒に風 呂に入 るな どということもあ りませ

んでした。父親 は小 さな娘 と一緒 にお風 呂に入 りました。そうすれば,娘 は

父親に,な ぜお父さんにはっいてるのに,私 にはないのなどとと聞 きます。

そうすると,父 親 は,娘 に,こ れは何々 というもので,ど うなっているな ど

と説明しますか ら,子 供はその後,も うそれについて考えな くなります。そ

んな風に説明をうけることは,小 さな娘 にとっては良いことです。昔は,小

さな女の子たちは何 も知 らず にいたので,無 邪気にどこかの大人 に付 いて

いった りして,性 病 を移されることが多かったのです。

女の子の月経が始 まった ら,「お前は,成 熟 して,赤 ちゃんを産むことがで

きる年に達 したのだよ。だから,気 を付 けなさい。そして結婚する男性のた

めにとっておきなさい。それがお前の最高の贈 り物なのだから。 もう他の男

と性交渉を経験 している女性 と結婚す ることに,ど の男性 も平気でいられる

わけではないのだ よ」 と教えるべきなのですよ。でも,私 の両親 は恥ずかし

がって,何 も教えて くれませんでした。月経が始まった時,母 は,「こんなこ

とが4週 間毎 に起 こるので,こ んな風にして手当てするのだ よ」 と教えて く

れただけでした。当時 は,生 理用品 としては,ま だタンポンはあ りませんで

した。

洗濯をして繰 り返 し使用する,婦 人用月経帯しかあ りませんでした。 これ

は,煮 沸 しなければな りませんでした。当時,私 たちの住んでいたヘ ドヴィッ

ヒ通 りの家の女性の住人たちは,社 会的にも上の階層の人々で したが,誰 が

月経帯を洗った り,干 していた り,煮 沸 しているか ということを,良 く注意

して,見 ていました。

月経帯が,き れいに洗濯して,煮 沸 し,大 きな洗濯物 と一緒に中庭 のロー

プに干されていなければ,「何かおか しい,彼 女はきっと……」ということに

なりました。つまり,「彼女は子供ができたんだ」ということです。 とて もプ
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リミティヴでした。で も彼女たちは,中 等学校 を出た人たちでした。今の世

の中では,タ ンポンなどの生理用品は,ど こでも見えるところで売っている

し,広 告 もされています。だれで も,そ れが何のための商品なのかを知 って

います。タンポンは,と ても素晴 らしい と思います。私 は,少 女の頃,水 泳

の競技大会に出場 していました。生理中で も,水 の中に入 って,競 泳 して も

何 ともあ りませんでした。当時は,生 理が不規則で も,性 交渉があったわけ

ではないので,妊 娠の心配をした ことはありませんで した。で も,3回 か4

回,水 の中に入った ところで,突 然,生 理の血液が,に じみ出てきて,往 生

した ことがあります。

私は,生 理が止 まった時,不 思議なことに,不 安 にはな りませんでした。

その時,夫 に,当 時は彼氏でしたが,「 何てことで しょう。生 まれて くるわ」

と言いました。堕胎 しようとは考えもしませんでした し,今 のように,そ れ

が可能であった として も,堕 胎はしなかったでしょう。 もし,堕 胎を考 えた

としたら,手 術に恐怖 を感 じたことでしょう。

堕胎をした人の話 は聞 きました。 リュニンゲンのある若い婦人が,も う子

供が一人いるので,二 人目は欲 しくないか らといって,編 み針を使って,子

宮をメチャメチャに突き刺 したのです。 それで,膿 が出てきて,彼 女が ドク

ター ・ノルテの所 に担がれてきた時は,先 生は手の施 しようがなく,彼 女を

病院に送 り込みましたが,手 遅れで亡 くなってしまい ました。彼女の夫は,

再婚 しました。息子一人 しかいなかったのですが,彼 は,再 婚 した相手 との

間に5人 も子供を作 ったのです。彼 らは,今 もリュニンゲンで暮 らしていま

す。その若い女の人 は,2人 目の子供 を欲 しくないか らと,お 腹 の中の一人

の子供のために,命 を失ってしまったのです。 まった くばかげた事をした も

のです。

彼女 は,私 の友達ではありませんでしたが,私 は村の中を自転車で通 って

いたので,顔 見知 りでしたし,村 の人たちの名前 もみな知っていました。 も

ちろん,彼 女の死 は,ブ ラウンシュヴァイクのセンセーショナルな出来事で

した。これは,1937年 か ら39年 の問 くらいに起 こった出来事です。この事件
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については,公 然 と話 されました。当時,闇 で堕胎をすると,懲 役2年 の罪

にになるということを聞いた ことがあります。

堕胎 した人 は,刑 に服すべ きだなどと思った ことはあ りませんが,そ んな

もぐりの医者 に行かずに,き ちんとした医者の ところに行 けぼよいのに,と

他の人 と話 したことがあ ります。堕胎の処置 をしたのは,大 体がもぐりの女

性の医者でしたが,し くじって,不 幸にされるか もしれないというのに,そ

ういう人のところに行ったのですよ。

11.宗 教 ・政 党 ・労 働 組 合

〈宗教〉

私 は,新 教の教会で洗礼 を受けています。まだ中等学校に通 っていた頃の,

24年 に堅信礼を受けました。姉 も兄 も堅信礼 は受けています。両親の家では,

まだそれが当然の ことだったのです。

でも,結 婚 した年の1933年 に教会から脱退 しました。私の夫は,当 時,す

でに教会か ら脱退していました。何か特別の理由によって教会を脱退 したと

いうわけではな くて,夫 が,牧 師 にもうお金 を渡 した くなかったとい うだけ

のことで した。若 くして結婚す ると,愛 し合 っていますか ら,夫 がすること

を妻 もするのですよ。私の夫は左翼主義的な考えの持ち主で したから,教 会

にお金を出すことに賛成ではなかったのです。

だか ら,脱 退 は,ま った く私 自身が決めたことではあ りませんでした。私

は本当の ところ,そ うすることが,少 し悲 しかったのです。 というの も,私

たちには,娘 が生まれましたが,夫 は娘に洗礼を受けさせることを望みませ

んでした。それで,後 に,娘 は,1942年 に,ヴ ァーテンシュテットVVatenstedt

近郊のインゲルエーベ ンIngelebenに 疎開 していた12歳 の時に,そ こで まず

洗礼を受けました。 もうブラウンシュヴァイクは,絶 え間なく空襲 を受けた

ので,学 校の生徒全員が,疎 開 したのです。娘は,イ ンゲルエーベンに,彼

女の小さな友達 と一緒 に疎開 しました。彼女のクラスの生徒たちも一緒でし

た。そこで彼女たちの面倒をみて くれた御夫婦が,こ の二人の子供たちが,
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まだ洗礼を受けていないので,洗 礼を受 けるべ きだ と主張 したのです。その

後,さ らにまた1944年 にインゲルエーベンで堅信礼を受 けたのです。

ちなみに,私 の舅 は,青 年式 を受けているのですが,そ の当時,ブ ラウン

シュヴァイクで青年式 を受けたのは,彼 を入れて,た った二人だけだったそ

うです。

〈政 党 〉

父 が,SPDで した か ら,両 親 の 家 で は政 治 の こ と につ い て,父 が 母 に よ く

話 して い ま した 。 子 供 た ち もそ ば に い て,そ の 話 を 聞 い て い ま した 。 父 は,

最 初 は,今 の 『ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク新 聞 』`BraunschweigerZeiimng'を 購

読 して い ま した が,当 時 は,今 ほ ど に右 寄 りで は な か っ た と言 え ます 。 当 時

は,『 ア ル ゲ マ イ ネ ・ア ン ツ ァ イ ゲ 』`AllgemeineAnzeige'と い う名 前 で した 。

そ の 後,『 フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』`Volksfreund'が 創 刊 さ れ て,こ れ を購 読 し

ま した 。 私 は,結 婚 後,夫 の 許 で は,『 フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』しか購 読 して

い ませ ん。 夫 は,い つ も 「何 を読 む か は夫 が決 め る もの で,夫 た ち が そ れ を

で きず に,『 フ ォ ル クス フ ロ イ ン ト』を読 まな い な ん て こ と に な れ ば,そ れ は

悲 しい こ とだ 。 何 を読 む か を決 め るの は男 で,妻 は夫 に 従 わ な け れ ば な らな

い」 と机 を 叩 きな が ら,言 った もの で す 。

私 は,SPDに は,夫 が ナ チ に手 ひ ど く殴 られ た 後,つ ま り戦 後 に 入 党 し ま

した 。 夫 は,ラ イ ク スバ ンナ ーReichsbanner(宝 福 注:ナ チ にた い す る抵 抗

組 織 で,SPDが 中 心 とな っ て組 織 され た)で 活 動 し ま した。ライ ク スバ ン ナ ー

の マ ル チ ン ス ヘ ル ナ ー-Martinshb'rnerに 属 して いた の で す 。33年 の禁 止 ま で

活 動 して い ま した 。 そ の た め に,誰 か が 彼 を 密 告 し た の で,引 っ張 っ て 行 か

れ た の で す 。

〈労働組合〉

私 は,見 習修業後 の1929年 頃に労働組合 に加入 しました。労働組合の名前

は忘れてしまいました。最後に加入 していたのは,こ このヴァイゼンハウス
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ダムPVaisenhaZtsdammに あるドイツ]職員労働組合DeutscheAngestellten

Gewerkschaftだ った と思います。最初の頃に加入していた労働組合の名前は

覚 えていません。

労働組合に加入した理由は,私 たちが左翼だったか らです。 もう少 し多 く

お金が欲 しくても,一 人では何 も達成することができません。だから,労 働

組合 に入ったのです。それに私の夫が,そ ういうことについて啓蒙 して くれ

て,労 働組合に加入することは,と ても良いことだ と思ったのです。

労働組合に加入する前の,15歳 になったぼか りの時 に,私 は夫 と知 り合い

ました。私たちはSPDの ダンスパーティの時に知 り合ったのです。私 は両親

とそのダンスパーティに行 っていたのです。最初は,私 はそのダンスパーティ

にぜんぜん行 きた くなかったのです。若い娘 にとって,そ のようなダンスパー

ティなど,素 敵なことには思えないですか らね。それで,私 の父が,「 まだ,

ぐず ぐず言って,一 緒に来ないなら,お 前は今晩,お 仕置 きだか らな。一緒

に来い。お前を家 に一人で残 してはいかないそ」 と言ったのです。あれは,

クリスマスの2日 目の祝 日だった と思います。あるいは最初の祝 日だったか

もしれませんが,そ の日にSPDが ダンスパーティを催 したのです。そのころ

は,私 たちは,も うヘ ドヴィッヒ通 りに住んでいました。

私は,こ の晩のダンスパーティで,は じめて夫 と知 り合ったのです。だか

ら,労 働組合に加入したのは,私 の夫の影響,つ まり当時の友人の影響 と言

えるでしょう。

私の夫 は,1953年 に亡 くな りました。腎臓の手術をして亡 くなりましたが,

彼は,1933年 にナチ党員に手ひ どく殴られて,そ の後遺症が死亡の遠因でし

た。腎臓全体がめちゃ くちゃになるほど殴 られたのです。彼 は,(牛 の尿道を

干 したものに鋼鉄線 を中心 に入れて作った)鞭 で60回 も殴 られたのです。政

党などにか らんだ理由によってではな く,彼 は単なる密告によって,11人 の

ナチ親衛隊員に引っ張って行かれたのです。彼 は,そ の前にはSPDに は属し

ていませんで した。まった く属してなどいなかったのです。その後に,つ ま

り戦後 になってから彼は入党 したのです。
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その事件が起 こったのは,彼 らが,こ こブラウンシュヴァイクで略奪 をした

最初の夜の,1933年 の ことでした。彼 らがここのシュロス通 りSchloβstraBe

にあった,「 フォル クスフロイント」の社屋 を占拠 した後の最初の夜で した。

フーゴ ・ルター通 りの家から夫を連行 していったのです。私たちが結婚 して

1年 後でした。ち ょうど私たちの結婚記念 日に引っ張っていかれたのです。

なんと素晴 らしい結婚記念 日だったことで しょう。まった く素敵な思い出で

す とも,殴 打の一つ一つを一緒に数えた りして。テーブルの上に横たえられ

て,そ こに大きな男が,鞭 を持って現れるのです。偶然,私 はその男 を見知っ

ていました。彼 はもう生きてはいませんが,こ この学校通 りSchzalstraβeの

ヴィッティングWittingの ボーイでした。 とても大きな男でした。彼 らはと

ても凶暴でしたし,サ ディスティックでした。あのブラザーたちは。

ナチたちが,引 っ張ってきた男の人たちにその部屋で判決を下す と,彼 ら

は恐怖から窓を蹴破 って逃げました。そうして,ガ ラス屋根を突き破って,

その下の新聞社に落ちてきたものです。ナチ どもは,野 獣のようにここで乱

暴を働いたのです。私は一晩中,夫 を捜 し回 りました。私は,夫 が何処 に連

れて行かれたのか,わ か らなかったからです。彼 は,素 足で靴 をはいて,ま

だ寝間着(:紳 士用のネグリジェのような寝間着)の まま,連 れて行かれた

のです。昔は,ど ちらか というと,男 の人はパ ジャマよりは寝間着を着てい

た ものですが,彼 は服 を着 る余裕 も与 えられず,も う階段の途中か ら鞭で体

を殴 られていました。夫が,翌 朝8時 に帰宅 した時には,体 中が,青 あざだ

らけでした。彼は,父 親 と一緒 に一晩,留 められたのです。で も,舅 には,

手を出さなかったとい うことです。 というの も,舅 は,小 さな傷ですけれど

も,戦 争で指に傷 を負っていたか らなのです。舅 には手を出さなかった代わ

りに,そ の息子に手を出 したとい うわけです。私の夫は,そ の前か らすでに

労働組合員で した。彼は,ナ チどもにとっては,左 すぎたのです。
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12.祝 い 事 ・余 暇

〈祝 い 事 〉

私 の両 親 の 家 で は,祝 い事 の た め に,お 金 は使 わ れ ませ ん で した 。 誕 生 日

に は,た だ ケ ー キ が焼 か れ,コ ー ヒー を一 杯 飲 ん だ だ けで,大 きな パ ー テ ィ

や プ レ ゼ ン トは あ り ませ んで した 。 小 人 数 の 人 た ち と一 緒 に ケ ー キ を囲 ん だ

だ けで す。 ク リス マ ス も,い つ だ っ て,と て も質 素 で した 。

私 は,子 供 用 の お もち ゃ の ピ ア ノ と本 を も らい ま した。そ れ だ けで した が,

私 た ち は幸 せ で し た。 母 は,ク リス マ ス前 に ク ッキ ー を焼 い た り し ま した 。

3人 の 子 供 が ほ しが り ます か らね 。

SPDの ク リス マ ス ・パ ー テ ィが あ り,こ れ に は行 き ま した 。KPD(ド イ ツ

共 産 党)の で は あ り ませ ん。5月1日 の メ ー デ ー の お祭 りに は,一 緒 に行 進

して,森 に行 き ま した 。 今 もメ ー デ ー の行 進 に は参 加 して い ます 。 労 働 組 合

の お 祭 りに は行 っ た こ とが あ り ませ ん で した 。大 晦 日 の お祭 りSilvesterに も

行 った こ と は あ り ませ ん 。 カ ー ニ バ ル の お祭 りは,昔 は,仮 装 パ ー テ ィ と呼

ん で い ま した が,こ れ は,私 も夫 と一 緒 に好 ん で 参 加 し ま し た 。 しか も,私

の 両 親 もで す 。 で も,復 活 祭Osterや 受 難 日KaOfreitagな ど は,ま った く祝

い ませ ん で した 。 まっ た く質 素 な も の で した 。

で も聖 霊 降 臨 祭Pfingstenだ け は,祝 って い た の で,食 べ 物 と して は,お い

しい 肉 の ロ ー ス トが あ り,ち ょっ と気 の 利 い た服 も着 ま した 。新 しい 靴 も買 っ

て も らい ま した 。 そ れ が,誇 ら しか った もの で す 。だ か ら,そ の 靴 を は い て,

散 歩 に で ま した 。 夏 の 季 節 の服 装 で し た。 髪 に は,新 し い リボ ン を付 け ま し

た 。 私 に は,服 と靴 と リボ ン の あ る,こ の 聖 霊 降 臨 祭 が,一 番 楽 しい 祝 い事

で した 。 何 し ろ,と て も暖 か くて 気 持 ち の 良 い 季 節 で した し,新 しい 身 に っ

け る物 を 買 っ て も ら え ま した。 少 女 時 代 で,一 番 楽 しか った の は,や は り,

何 とい っ て も,こ の 聖 霊 降 臨 祭 で す 。 私 に とっ て,そ の 他 の歳 の 市 な どの お

祭 り騒 ぎ は,そ れ ほ ど楽 しい もの で は あ りませ ん で した 。

大 人 に な っ て か らの ク リス マ ス の祝 い もい つ も,と て も素 敵 で した 。 そ れ
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に,私 は,65歳 まで働 い て い ま した か ら,日 曜 日 も,仕 事 が な い の で,楽 し

か っ た もの で す 。

〈余暇〉

私の母は,い つも家にいて,い つも何かの家事 をしていました。

父 は,SPDの 例会に行 き,少 しばか りビールを飲んで,そ れで満足 して家

に帰ってきたのです。ふだんは,家 にいました。日曜 日に外へ遊びに出かけ

るということもなかったのです。そんな ことは,ま だ流行 していませんで し

た。私達の隣に,夫 が鉄道 に勤務 している夫婦が住んでいました。それで,

彼 らは,ハ ルツ地方 磁 ㎎ へ出かけたのですが,も う,そ れがセンセーショナ

ルな出来事だったのです。「ピルグ リムPilgrimsさ んたちは,日曜毎にハルツ

地方へ出かけるけれ ど,ま あ,彼 らは順調にいってて,金 持 ちだか ら,日 曜

毎にハルツ地方へい くのさ」な どと言 った ものです。でも,私 たちは,そ ん

なことはできませんで した。私たちは,日 曜 日は,家 にいました。

学校の遠足には行 きましたが,両 親 とは,ブ ラウンシュヴァイクでは遠足

には行 きませんでした。ザクセンに住んでいた頃は,両 親 と一緒に,家 族で

森へ遠足 に行 きました。深い森で した。坂になった通 りを上 って行 くと,ま

もなく森 に着きました。そこで,ハ ンモックを吊って,寝 床 をこしらえまし

た。そういう時は,日 曜 日の とて も朝早 くに出かけた ものです。ブラウンシュ

ヴァイクに越 してきてか らは,両 親は,こ の土地のことを良 く知 らないので,

そういう遠足はしな くなりました。だから,私 たちは,い つも家にばか りい

たのです。両親は,パ ーティにも出かけました。友人ができて,そ の人たち

の仮装パーティに行 ったのです。私たちの生活は堅実で,と て も質素でした

が,満 足 していました。

昔は,こ このブラウンシュヴァイクの市民公園は,そ れはそれは素晴 らし

いものでしたよ,本 当に。今 もまた とても素晴 らしく整備されましたけれど

も,当 時は,本 当に,と ても素敵で した。私の夫 と私は,と てもじょうずに

歌ったものです。コンサー トや大きな集会やダンスにホー プイェーガー 砺
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メ偬6γに行 くときなどは,意 識的に市民公園を通って行き,そ こでベンチに腰

掛けて,歌 ったものです。二重唱でね。若者の歌や,美 しい歌,そ れにハイ

キングのときに歌われる遍歴の歌,そ れに当時,ア コーディオンの伴奏付 き

の 「ビラ ・へ一」などの歌が,遠 くからでも聞 こえたものです。そうす ると

私たちも歌 いました。私たちは,し ょっちゅう遊びにも出かけた ものです。

当時,ま だコンサー ト・ハ ウスが,そ こにありました。ヴィルヘルムス・ガー

デンWilhelmsgartenや オペ レッタ・ハウス()Perettenhausに も行 きました。

すべてが素晴 らしかったのですよ。じょうずに歌 うと,遠 くからで も拍手 を

浴びた ものです。本当に楽しかった。その他 にも,穏 やかで,と て も暖か く,

素晴 らしい夜 を外で過 ごす こともありました。で も,今 の若者のような,バ

カなまねはしませんでした。そんなバカなまねをしようという考 えさえ浮か

びませんでした。私が意味する,バ カなまね とい うのは,性 交渉 をさしてい

るのですが,私 たちは,そ んなことに考えが及ばず,ど ちらもとてもスポー

ツに力を入れていました。

私 は水泳 に力 を入れ,昔 は リューネシュタイクL伽 θs忽gに あったBSV

水泳協会SchwimmvereinBSVに 入っていました。私はとても若 くして,こ

のBSVの 創設 と運営の組織化に関わ りました。 これはBSV(ブ ラウンシュ

ヴァイク・スポーツ協会)の 中の水泳協会です。BSVの 水泳愛好家の人々が,

リューネ シュタイクの土地を買いました。 この人 たちは良い考 えを持った

人々で,こ の計画を支援 したのです。そして地面を掘ったのです。 まず最初

はただの穴にできた沼のようで した。 その後に,観 覧席や大 きな飛び込み台

が作 られたのです。私は,そ こで とても素晴 らしい青春時代 を過ごしたので

す。

私は,も う8歳 の時か ら泳いでいました。 というのは,こ こに婦人用水浴

場があったのですが,そ こへ行 っていました。12歳 か13歳 の時には,も う私

はBSV水 泳協会に入会 していました。

ただし,こ のBSV水 泳協会は,1931年 か32年 に脱会 しました。といの も,

これはブルジョワ的な協会で,右 寄 りでした し,私 の夫は左翼でしたから,
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夫 の希 望 で,私 は脱 会 し て,「 デ ル フ ィ ン」XXDelPhin"に 入 会 しな け れ ば な ら

な か っ た の で す。 私 が 入 会 した の は とて も若 い時 で した 。 私 は,も ち ろ ん,

夫 に合 わ せ な け れ ぼ な らな か っ た の で す 。 それ で 労働 者 の協 会 に入 会 した の

で す 。 そ れ が デ ル フ ィ ン ・プ ー ル で した 。

私 た ち は,よ く泳 ぎ に行 き ま した 。 とて も よ くス ポ ー ツ を した ので す 。 夫

はサ ッカ ー に,そ して 私 が 泳 ぎ に行 く と,彼 が 帰 りに私 を迎 え に来 て,一 緒

に郊 外 の義 父 母 の と こ ろ ま で 自転 車 で 訪 ね て 行 っ た もの で す 。 私 た ち は,牧

草 地 を横 切 り,そ こで 飛 び板 を掛 け て オ ー カー 川dieOleerに 入 っ た の で す 。

こ ん な こ と は,今 じ ゃ あ禁 止 で す けれ ど,当 時 は,ま だ ど この 川 も汚 染 され

て い な くて,と て も きれ い で した か らね。

そ の他 に は,夫 と一 緒 に二 人 で 演 劇 サ ー クル に も入 って い ま した 。 私 た ち

の 演 劇 サ ー クル の名 前 は 「フ ラ イ エ ・ビ ュ ー ネ 」 Ψ 勉 θβ勲 ηθ"で した 。 そ

の 当 時,「 ハ ン ス ・ザ ック ス 」"HansSachs"や 「ア イ ン トラ ハ ト」XXEintracht"

とい った 演 劇 サ ー ク ル も,活 動 して い ま した 。 私 た ち は,い ろい ろ な素 人 劇

を上 演 し ま した 。 い っ も とて も微 笑 ま しか った もの で す 。 何 歳 の 時 に,こ の

演 劇 サ ー ク ル に入 っ た の か は,覚 えて い ませ んが,も う二 人 で あ ち こち歩 き

回 っ て い た 頃 の こ とで す か ら,ひ ょっ と した ら,結 婚 前 の 婚 約 して い た 時期

か も し れ ませ ん 。

庭 仕 事 に 関 し て は,夫 の両 親 が庭 を持 っ て い て,そ れ を私 た ち が 後 に譲 り

受 け ま した が,夫 は重 い 腎 臓 病 だ っ た の で,庭 仕 事 は全 然 出 来 ませ ん で した 。

私 が 一 人 で庭 の 世 話 を し な け れ ば な り ませ ん で し た 。

そ の他 に は何 も公 共 の 協 会 等 に は加 入 して い ませ ん で した 。

夫 は,昔,陸 上 競 技 を し て い ま した 。 そ れ とサ ッカ ー ・ク ラ ブ の 「ス ポ ー

ツの 友 」XXSPorijreunde"で,20年 代 に は,積 極 的 に活 動 して い ま した 。で も,

1933年 にナ チ が や って き て,こ の ク ラ ブ は解 散 させ られ ま した。そ の後 に「ア

イ ン トラハ ト」で長 ら く活 動 した の で す 。で も,い つ,こ れ らの ク ラ ブ に入 っ

て,い つ や めた のか は,覚 え て い ませ ん。

ナ チ の 時代 に は,労 働 者 の協 会 は も うす べ て禁 止 され て し まっ た の で す 。
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夫は,ラ イクスバ ンナーでは,指 導者でこそなかったのですが,マ ルチン

スヘルナーに属 して活動しました。33年 のライクスバ ンナーの禁止まで活動

していました。そのために,誰 かに密告されて,ナ チに引っ張って行かれた

のです。

彼は,「 フライエ ・ビューネ」にも,解 散させられた33年 まで属していま

した。夫 は,「 フライエ・ビューネ」では,演 出家のような役割 をしていまし

た。彼は,合 唱クラブな どに,入 ってはいませんでした。

夫の両親 もとても歌の才能があ りました。二人 とも,合 唱クラブに入って

いた こともあ ります。いずれにしろ,私 たちは,み んなで とても仲良 く暮 ら

しました。

私の両親の親戚は,今 の東独 にいましたか ら,家 に訪ねて くるのは,親 戚

の人々ではな くて,両 親の友人や知人たちでした。つまり,近 くに親戚はい

なかったのです。彼 らは,い つも夫婦単位で訪ねてきました。両親は,彼 ら

とずいぶん長い年月,仲 良 く付き合っていました。どのような関係で知 り合 っ

たのかは知 りませんが,両 親の家 に来た り,ま た両親が訪ねていった りして

いた,2組 の夫婦は,す ぐ近 くに住んでいた隣人でした。私には,彼 らと大

晦日を一緒 に祝ったという記憶が,う っすらとあります。党の仲間か もしれ

ません。両親 は,居 酒屋に酒 を飲 みになど行かず,夜 は,い つも家にいまし

た。

私は,結 婚後に夫 と一緒にビールを飲みに行ったことはあります。夕食後

に,こ この,古 い駅のレス トランに行 きました。駅の待合室は,気 持ちよく

坐っていられました。

この待合室は,後 方が汽車のホームに,前 方がオーカー川に面 した位置 に

あって,テ ーブル と椅子が置いてあり,ビ ールを飲んだ り,簡 単な夕食 をと

ることもできましたし,そ れはもう素敵で したよ。それは,14万 人の人口だっ

た頃の古いブラウンシュヴァイクの頃のことです。今の人口は,そ の2倍 に

なっています。 このフリー ドリッヒ ・ウィルヘルム広場にあった古い駅のレ

ス トランは,今,銀 行が建っている場所 にありました。建物へ上がってい く
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階段 も建物の正面部分 も,そ のまま残っています。本当に,

思い出がた くさんあります。
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ここには素敵な


